
 

 
 
 
 
   
 

 

 

 

 文化活動発表会が目前に迫りました。展示発表では、教科や部活動の作品が中心とな

り、この日に向けて毎日取り組んできた努力の成果が披露されます。毎年見学時に思うこ

とですが、それぞれの作品から生徒の皆さんの才能や可能性の大きさを感じます。みんな

がお互いに刺激を与えあい、自分に自信を持つ機会になることを期待してやみません。 

 また、舞台発表では、1学期から取り組み始めた合唱と、英語暗唱や部活動の発表が中

心となります。いずれもこの日を目標に努力を積み重ねてきたものと思います。 

 １年生はおそらく中学生活初めての合唱に「どう取り組んでよい

のかわからない」という状態からスタートし、歌詞とメロディを覚

えることすらうまく揃わない状態が続いたのではないでしょうか。 

 「歌」を仕上げる過程は簡単なものではありません。一部の人が

元気を出すだけでなく、学級全体が「同じ矢印」を共有し、一生懸命にならなければ合唱

は成立しません。そして、行きつく先は「全員が仲間を信じ、一人ひとりが役割を果たす

こと」にほかなりません。舞台上で歌い終えたとき、やり切ったことに満足している自分

たちがいれば、それこそが「クラスが一つになれた」瞬間だと思います。 

 現在のクラスで歌うのは今年限りです。来年はまた別の集団で取り組みます。そして、

３年生は中学生活を締めくくる最後の合唱です。学級も学年も成長を感じられるような行

事にしたいものですね。生徒の皆さんの健闘を大いに期待しています。 

                             今年も練習期間および当 

                            日の熱中症対策として、体 

                            育大会を10月下旬としま 

した。他校においても、プログラムを大幅に見直し時間短縮を図ったり、体育大会や文活

をずらしたりするなど様々な対応をしているようです。 

今後体育の授業を始め、学年練習や全体練習で気持ちを高めていきます。プログラムの

内容は昨年度よりも若干見直しを図りましたが、大会最後の締めくくりは３年生男女の創

作ダンスです。生徒の皆さんの熱い競技、演技に期待しています。 

令 和 ７ 年 ９ 月 ３ ０ 日 

堺 市 立 浅 香 山 中 学 校 

学 校 長  中 谷  浩 治 
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～自分の成長に必要なものは『挑戦による自信』～ 
『やってみる』ことで得られるものとは 

「ともに讃えあえる体育大会」を 
めざしましょう 



【10月行事予定】October 

日 曜 授業・行事 昼食 日 曜 授業・行事 昼食 

１ 水 水１～３、歌練、準備 〇 16 木 木１～５ ２年学練 全体練 〇 

２ 木 文活（展示）、リハ、歌練、準備 〇 17 金 月１～５、学   〇 

３ 金 文活（合唱・舞台発表）  〇 18 土     支援学級合同スポーツ大会  

４ 土    19 日       

５ 日           諸費振替日  20 月 木５、金２～５、道 １，３年学練 〇 

６ 月 月１～５、６限集会・生徒会選挙     〇 21 火 火１～３、全体練習   １年学練       〇 

７ 火 火１～４（午前中授業）   22 水 体育大会予行      給食なし 〇 

８ 水 水１～６ 後期委員決め① 〇 23 木 木１～４ ３年学練 午後準備 〇 

９ 木 木１～６ 後期委員決め②     〇 24 金 体育大会（雨:火１～５・水５）給食なし 〇 

10 金 金１～６ ３年学練  部活写真①  〇 25 土   

11 土   26 日   

12 日   27 月 月１～５、火５    給食なし 〇 

13 月 スポーツの日 市民オリンピック  28 火 火１～５、水５  ※体育大会予備日 〇 

14 火 火１～６ ３年学練  部活写真② 〇 29 水 水１～６ 〇 

15 水 水１～６ １，３年学練 〇 30 木 木 1～６  ３年いのちの授業 〇 

    31 金 金１～６ 連合音楽会（２年代表） 〇 

 

 

 

 

本校のソフトテニス部は、ここ数年個

人や団体で入賞を重ね、大阪大会への出

場機会も増えてきました。 

しかし、指導者である顧問は硬式テニ

スの経験者であることから、硬式テニス

を生涯スポーツとしてとらえ、種目の変

更に向けて相談を重ねました。 

そして、現３年生の引退を機にソフト

テニス部を廃部とし、新たにテニス部

（硬式）を創部する準備を進めてきまし

た。これまでソフトテニス部員として活

動してきた生徒の多くは、今後テニス部

員として活動していきます。 

  

 

生徒数減少に伴う学校の小規模校化や職

員数減少により、部活動運営が難しくなって

いる学校は増えています。 

 本校女子バスケ部においても、これまで複

数の職員で支援体制を組み、少数の部員で好

成績を残してきました。ただ、顧問の招致に

向けて保護者や地域の皆様は署名活動を行

い、学校は市教委と相談を重ねてきました

が、顧問の配置は不調に終わりました。した

がって、現３年生の引退を機に女

子バスケ部は活動を停止すること

になりました。これまで多くの皆

様にご協力やご声援をいただき、

ありがとうございました。 

女子ソフトテニス部の廃部と 女子バスケ部の活動停止について 

 

 

 

  女子テニス部の創部について 

諸費再振替日 

 



  

 

★「インターネットの使い方」 ３年男子  

僕はインターネットと人権について考えました。インターネットは今、誰もが使っていま

す。そして投稿された動画や画像、文字は半永久的に残り続けます。つまり、一度インターネ

ットにアップしてしまうと、それがどんな人にも届いてしまいます。だから、インターネット

に投稿する時は、しっかり注意し、気をつけながら投稿しなければなりません。 

しかし、もし自分が間違った行動をしてしまい、それを投稿してしまうと、間違いを指摘す

るコメントがあふれかえると思います。しかも、その中には投稿者の人権を否定した文や、投

稿者の個人情報を開示したりすると、必要以上のバッシングを浴びてしまうことがあります。 

インターネットに残った文は消すことができないので、投稿者の個人情報がいろんな人に知

れ渡り、その人に命の危険が及びます。必要以上のバッシングによって、その人の人生が崩れ

てしまうということをしっかり考えなければなりません。たとえ間違いをしてしまっても、し

っかりと誠意を示して謝罪をすれば世間も許してくれるはずです。誹謗中傷のない、人権を否

定されることのないように、一人一人がしっかりと学び、考え、行動していくことが大切だと

思いました。  

 

★「戦争の意味」 ２年女子  

 私は、「平和と人権」について考えました。私の中では、人権と聞くと、真っ先に戦争とい

う言葉がうかんできます。戦争が起こると、人は必ず死んでしまうし、明日も生きている保証

はどこにもなくなってしまいます。子どもから大人まで、すべての人々が安心して眠れるよう

な世界を作っていくことが大切だと私は思いました。 

 私は戦争を目の前で見たことはないので、実際に戦争を体験した人の気持ちなど、軽く話せ

ることではないと思っています。それでも、分かり合いたいと思うし、苦しい戦争が繰り返さ

れてきた歴史も学びました。戦争で家や家族、帰る場所がなくなった人がいることも知ってい

ます。悲しくて、辛くて、自ら命を絶った人がいるのも知っています。 

 私は、何の不自由もなくて、家族や友達にも恵まれていて、幸せに生きることができていま

す。でも、自分が明日笑って生きているかなんて誰もわからないのに、自然と「生きているこ

とは当たり前」と感じてしまっているんです。幸せは誰でもあるわけではないと思っていま

す。だから、今ある自分の幸せを感じながら、楽しく生きていきたいです。 

 

★「合理的配慮って？」 １年女子  

 学校の授業で、合理的配慮について知るというのがあった。動画を見て合理的配慮とは障が

い者の人が必要としている助けをすることだと知った。 

 私の身近な人に障がい者の人はいない。だから、動画を見て共感できることは少ない。けれ

ど動画を見て印象に残ったことがあった。それはエレベータを作ろうと行動した人の話だ。今

「私からの人権メッセージ①」～人権学習より～

 



は当たり前にある車いす専用トイレ、エレベータも昔はほとんどなかったと知った。エレベー

タを作ろうとした人は車いすに乗った障がい者だった。電車の駅を移動するのは大変なので、

エレベータを作ってほしいと駅にたのむがなかなか話を聞いてくれない。そこで、その人はあ

る行動に出る。同じ施設で暮らす人たちと新幹線に乗ったのだ。私はこれを見て感心した。言

葉にすることは簡単だが、実際に行動することは難しい。けれど実際に行動したことでエレベ

ータが駅にできた。このエレベータは自分のためではなく、体の不自由な人、妊婦さんなどの

ためにも行動したことが印象に残った。 

 今も障がい者差別は残っている。私は正直「障がい者」という言葉差別ではないかと思う。 

合理的配慮は障がい者の人に必要な助けを行うことだが、私は全員にするべきことだと考えて

いる。相手の意見を尊重し、相手が必要としていることをする。人と分かり合うためには、意

見を交流して、認め合うことだと思う。 

 

 

部活・教科名 大会名 種目 入賞者・結果など 

英 語 堺市中学校英語暗唱大会 出場   ３年 男子 

ソフトテニス 大阪秋季総体 女子団体 ベスト 16  ３年女子ペア ４組 

テニス 
南大阪大会 

(中央大会予選) 

男子シングルス 準優勝 ２年男子、ベスト８ ２年男子 

女子ダブルス  ベスト８ ２年女子ペア 大阪大会出場 

 

 

剣 道 

 

秋季泉北大会 

男子個人 

女子個人 

男子団体 

女子団体 

優勝   ３年男子 

ベスト８ ３年女子 

優勝 ３年男子３名 ２年男子２名 

優勝 ３年女子２名 １年女子４名 

広島県中学校ビギナーズ大会 男子団体優勝、男子個人第 3 位 ３年男子 

女子バスケ 堺市中学校総合体育大会 ベスト８ 

男子バスケ 堺市中学校総合体育大会 ベスト 16 

 

陸上競技 

 

堺市中学校総合体育大会 

３男 1500ｍ走   第 4 位 ３年男子 

２男 200ｍ走   決勝 第２位 ２年男子 

３男 200ｍ走   決勝 第７位 ３年男子 

３女 OP 100ｍ走 決勝 第７位 ３年女子 

バレーボール 堺市バレーボール協会 優秀選手  ３年女子 

 

 

 

 

 

学校生活のキーワードは「和(わ)」「礼(れい)」「真(しん)」 

「和」 ： 仲良く、協力し合う気持ち。争いをやめること。 

「礼」  :  敬うこと。感謝の気持ちを表すことば。礼儀。 

「真」 ： いつわりでないこと。まじめなこと。真剣なこと。正しいこと。 

８月～９月 部活動等の主な活動記録  


